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とリポジトリを巡る現状
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1.	組織の概略
オープンアクセスリポジトリ連合（Confederation 

of Open Access Repositories：COAR）は、オープン
アクセスリポジトリの相互運用性や機能強化、コミュ
ニティ間の協力を促進することで、機関や国を超えた
世界的なオープンサイエンスインフラの構築を支援し
ようとする国際的な団体である（1）。設立の経緯につい
ては、過去の記事を参照されたい（E992 参照）。本稿
では、その後の変革や現在の役割、日本のリポジトリ
コミュニティであるオープンアクセスリポジトリ推進
協会（JPCOAR）（2）との関係について紹介する。

2009 年に設立された COAR e.V. は、2024 年までは、
ドイツのゲッティンゲン大学図書館に所在していた。
より柔軟な組織運営を目指して、2025 年 1 月 1 日から
移管手続きを開始し、現在は、オランダ国立図書館内
に所在する非営利団体 Stichting COAR として活動を
継続している（3）。COAR の参加機関は、図書館、大学、
研究機関、政府の助成機関などから構成されている。
2025 年 5 月の時点で 43 か国から 131 機関が参加して
おり（4）、これらの機関からの年会費を安定的な収入源
としている小さな団体である。それ以外にも、財団や
助成機関からの研究開発経費や、年次大会における参
加費が、コミュニティ活動の原資となっている。活動
の内容は、毎年改訂される活動年次計画書と報告書と
してまとめられ、総会にて承認を得る手続きとなる。

COAR の活動の軸は毎年大きく変わるものではない
が、オープンアクセスやオープンサイエンスを取り巻
く環境の変化に応じて、柔軟に戦略を立案している。
2025 年の活動の焦点としては、（1）オープンサイエ
ンスや書誌多様性における、オープンリポジトリの国
際的な分散ネットワークの重要性の提唱、（2）リポジ
トリとそのネットワークの強化と発展に向けたサポー
ト、（3）リポジトリ間やそのネットワーク、他のシス
テムやサービスとの相互運用性の促進、（4）リポジト
リと他の付加価値サービスにおける新しい技術や役割
の定義と実装の促進、の 4 つが採用されている（5）。こ
れらの方向性に従って、より具体的な活動が実践され
ている。以下では、現在のコミュニティ活動の中でも、
特に注目を集めている話題について紹介する。

2.	COAR Notify と PRCモデル
ダイヤモンドオープンアクセスとは、ジャーナルや

プラットフォームが著者にも読者にも料金を請求しな
い学術出版モデルのことを指す（6）。COAR では、ダイ
ヤモンドオープンアクセスの実現手段の一つとして、
リポジトリに掲載された本文へのリンク集として雑誌
を構成するオーバーレイジャーナルの構築に寄与して
きた。その際に採用されている技術が、COAR Notify
である。COAR は、COAR Notify の技術開発と普及
を目的に、英国に拠点をおく Arcadia 財団から、2022
年より始まった 4 年間のプロジェクトとして、400 万
米ドルの助成を受けている（7）。

フランスの国立リポジトリである HAL と、オー
バーレイジャーナルをホストするプラットフォームで
ある Episciences との間では、既に COAR Notify の導
入が開始されている。HAL にプレプリントを登録す
る著者は、登録フォームから Episciences が提供する
ジャーナルを論文投稿先として選択できる。HAL は
COAR Notify を使って、そのジャーナルへの掲載依
頼を Episciences に送信する仕組みをもつ（8）。こうし
た事例以外にも、公開査読システムとの連携も検討さ
れ、実システムへの応用が進んでいる。プレプリント
サーバー bioRxiv と SciELO Preprints が、プレプリン
トのピアレビューサービスを提供する PREreview と
の連携のために COAR Notify を採用しているほか（9）、
eLife、medRxiv、Kotahi、Sciety といった他のパー
トナーにおける実装も進んでいる。これらはプレプリ
ント出版が基軸となっているものの、従来型のダイヤ
モンドオープンアクセスという呼称を超えた、新しい
出版モデルの構築に挑戦している。最近では、PRC

（Publish Review Curation）モデルと表現されること
もあり、既存のサービスを動的に相互運用させエコシ
ステムを形成した、新しい出版モデルと捉えることも
できる。その中で COAR Notify は、サービス間の相
互運用性を実現する中核的な技術として位置づけられ
ている。

3.	多言語対応とAI に向けてのリポジトリの役割
日本のリポジトリでは、紀要に代表されるように、

日本語で書かれた文献が公開されることが多い。研究
や調査の成果が、国内で市民を含めて活用される場合
は、文献が日本語で書かれていた方が流通性がよい。
日本だけではなく、他の言語や文化においても、同様
のことがいえる。ユネスコのオープンサイエンスの勧
告における多言語化の推奨は（10）、そうした学術情報流
通の多様性に焦点をおいたものである。

2022 年に COAR は、リポジトリにおける多言語仕
様と非英語コンテンツを支援するためのタスクフォー
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ス（TF）を設立した。JPCOAR は、当初からこの
TF に参画している。2023 年には、リポジトリの管理
者およびリポジトリソフトウェア開発者向けに推奨さ
れる、15 項目の要件を取りまとめた。メタデータ、多
言語キーワード、ユーザーインターフェース、フォー
マット、ライセンスといったテーマに沿って、多様な
言語におけるリポジトリコンテンツの可視性、発見可
能性、再利用性の向上を目的とした具体的な実践内容
が取りまとめられている（11）。

その後、同TFでの議論は機械翻訳へと変遷していっ
たが（12）、そうした従来からの議論と並行して急速に深
まってきたのが、大規模言語モデル（LLM）を対象と
した議論である。Sentence BERT のような自然言語
処理モデルを使えば（13）、言語を意識することなく、意
味的に近しいテキストを多言語 LLM から抽出するこ
とができる。リポジトリは AI に対して母国語のコン
テンツを提供すれば、多言語 LLM はそれを糧として
知識を構築する。その多言語 LLM の利用者も、母国
語を用いて多言語 LLM から知識を抽出することが自
然とできる。学術情報の検索や調査における AI への
依存度が高まりつつある昨今、より多角的な観点から
将来を予測し、サービスのあり方を検討していく必要
がある。同 TF では、そのことを体感できる活動が展
開されている。

4.	国際リポジトリディレクトリサービス
リポジトリのレジストリサービスである Open-

DOAR（14）は、世界的なリポジトリの普及状況や運用状
況を把握したり、各リポジトリの基本情報を取得する
ために有用である。OpenAIRE などの学術検索サービ
スが、リポジトリに登録されたコンテンツのメタデー
タを取得する場合のみならず、科学技術政策を策定す
る際の根拠として利用されることもある。そうした重
要な情報源となっているにも関わらず、OpenDOAR
に掲載されている情報は、必ずしも現状を正確に反映
できていない。その状況を改善するために、COAR と
しても積極的に、情報の登録や更新を参加機関等に
呼びかけてきた（15）。COAR は並行して、国際的なリ
ポジトリのディレクトリサービスが備えるべき要件
を取りまとめ、望まれる機能開発と運用方法につい
て、関係各所との調整を進めてきた（16）。数年間にわ
たり議論を重ねた結果、OpenDOAR とは別に COAR
として、現在の国際リポジトリディレクトリサービス

（International Repository Directory：IRD）を開発・
運用することとなった（17）。それぞれの組織や団体が注
力しなければならない事案は、その時の内政的な戦略
や経済状況にも左右されるため、全ての調整が円満に
まとまる訳ではない。

COAR が提供する IRD において、最も重要視して
いるのは、その情報の正確性と包括性である（18）。そ
れをできるだけ低コストに実現するために、情報の
キュレーションに関しては、分散型の仕組みを採用し
ている（19）。IRD のサービス自体は COAR が提供する
が、国や地域のリポジトリコミュニティなどが責任組
織（Responsible Organization）となり、情報の信頼
性や更新に関する責任をもつ。日本の場合は JPCOAR
が Responsible Organization の役割を担っている。国
立情報学研究所（NII）が運用する学術機関リポジト
リデータベース（IRDB）の情報を活用し（20）、機械的
な情報提供を計画しているため、定常的な運用では、
JPCOAR が IRD の運用のために特別な作業をする必
要はない。COAR では、こうした運用モデルの普及を、
世界的に広げようとしている。この IRD の情報を活
用して、今後、どのような付加価値サービスが提供さ
れていくかが注目される。

5.	まとめ
リポジトリを取り巻く環境は、急激に変化を遂げよ

うとしている。2 で紹介したような新しい出版モデル
への模索が展開している中で、3 で紹介したようなリ
ポジトリコンテンツの AI による活用が始まりだした。
より学術分野に特化した LLM やそれを活用した学術
知識グラフの構築も、これから急速に展開されるもの
と考えられる（21）。その AI に対して、品質の高い学術
情報を提供できるのがリポジトリである。4 で紹介し
た国際リポジトリディレクトリサービスは、この双方
で活用されうる貴重なメタ情報源となる。

JPCOAR は、コンソーシアムとして COAR に参加
しており、リポジトリに関連する新鮮な情報を、国内
のリポジトリ関係者の誰もが獲得できる状況にある。
2025 年 5 月には COAR 年次大会が東京で開催され

（E2807 参照）、国際的な活動に視野を広げることの重
要性を、改めて認識するよい機会となった。AI の急
速な展開が、リポジトリにまつわる状況にも影響して
くるのは必至である。その潮流に乗り遅れてしまえば、
リポジトリとしての価値を示す機会を失うことにもな
る。日本には JPCOAR があり、JAIRO Cloud があ
るというアドバンテージの中で、世界に同調していくだ
けではなく、日本からの発信を強化しコミュニティ活
動の核となっていくことが世界からも期待されている。
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